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昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
都
情
研
秋

季
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全
都
か
ら
約
五
百

五
十
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
特
別
支
援
教
室
に
お
け
る
指
導

へ
の
関
心
や
課
題
意
識
の
高
さ
を
感
じ

ま
す
。
新
し
い
元
号
「
令
和
」
と
な
り
ま
し

た
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
等
、
教
育

の
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
校
教
育
法

の
改
正
後
の
特
別
支
援
教
育
十
二
年
を

振
り
返
り
、
東
京
都
の
「
特
別
支
援
教

室
構
想
」
を
中
心
に
特
別
支
援
教
育
の

在
り
方
や
、
こ
れ
か
ら
の
都
情
研
の
役

割
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別

支
援
教
育
課
特
別
支
援
教
育
調
査
官
の

田
中
裕
一
先
生
、
東
京
都
教
育
庁
都
立

学
校
教
育
部
主
任
指
導
主
事
の
和
田
慎

也
先
生
、
本
会
の
前
会
長
で
あ
り
、
現

在
は
創
価
大
学
教
職
大
学
院
准
教
授
の

報
今
云指

導
に
あ
た
る
教
員
の
資
質
・
専
門
性
の
向
上
と

制
度
定
着
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策

東
京
都
公
立
学
校
情
緒
障
害
教
育
研
究
会
会
長

国

立

市

立

国

立

第

二

小

学

校

長

小

林

理

人

渡
辺
秀
貴
先
生
を
お
迎
え
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
国
や
東
京
都
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
特
別
支
援
教
育
の
方
向

性
や
、
特
別
支
援
教
室
の
運
営
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
材
育
成
や
制

度
定
着
に
向
け
て
の
対
策
を
具
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私

た
ち
都
情
研
が
「
指
導
に
当
た
る
教
員

の
資
質
や
專
門
性
を
育
て
、
明
確
な
目

的
意
識
や
見
通
し
を
も
っ
た
指
導
が
で

き
る
よ
う
制
度
の
定
着
に
つ
な
が
る
研

究
・
研
修
活
動
を
進
め
る
」
と
い
う
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

◇
最
大
の
課
題
は
制
度
の
定
着
と
教
員

都
情
研
で
は
例
年
「
特
別
支
援
学

級
・
教
室
の
実
態
を
調
査
し
、
適
切
な

指
導
、
教
育
環
境
、
研
修
体
制
の
充
実

に
活
か
す
こ
と
」
を
目
的
に
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
調
査
で
は
、
全
都
の
小
学

校
で
特
別
支
援
教
室
を
中
心
と
し
た
支

蕊

、
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援
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
実
態
に
応
じ
て
制
度
運
用
を
行

っ
て
い
る
こ
と
で
、
混
乱
や
戸
惑
い
を

抱
え
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

ま
た
、
増
加
す
る
特
別
支
援
教
室
へ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
指
導
に
必
要
な
教

員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
新
規
採
用
者

を
含
め
、
経
験
年
数
の
少
な
い
教
員
が

巡
回
指
導
担
当
と
し
て
配
置
さ
れ
た
こ

と
で
、
保
護
者
や
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

級
と
の
人
事
交
流
に
よ
り
、
通
常
学
級

担
任
の
児
童
理
解
や
指
導
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
等
の
成
果
が
見
ら
れ
る
半
面
、

情
緒
障
害
教
育
に
携
わ
る
教
員
の
資
質
、

専
門
性
の
低
下
も
問
題
に
な
っ
て
い
る

現
状
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
各
地
区
が
進
め
て
い
る
支

援
体
制
の
成
果
に
つ
い
て
、
児
童
や
保

護
者
、
学
校
の
支
援
に
対
す
る
満
足
度

を
指
標
に
し
た
調
査
等
を
行
う
こ
と
や
、

調
査
結
果
を
も
と
に
、
高
い
満
足
度
を

得
て
い
る
地
区
の
方
法
を
も
と
に
モ
デ

ル
実
践
や
、
拠
り
所
と
な
る
資
料
を
作

成
す
る
こ
と
な
ど
、
制
度
の
定
着
を
図

る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
室
の
運
営
に
携

わ
る
教
員
の
資
質
や
専
門
性
の
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
特
別
支
援
教
室
の
運

営
に
関
わ
る
教
員
の
「
や
り
が
い
」
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
指
導
に
当
た
る
教

員
が
ど
ん
な
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、

加
え
て
、
通
常
学
級
と
情
緒
障
害
学

そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
き
っ
か
け

に
得
て
い
る
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、

人
的
な
配
置
や
育
成
を
考
え
て
く
こ
と

が
、
人
材
確
保
・
育
成
に
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

◇
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
本
会
の
活
動

本
研
究
会
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

研
修
を
ほ
ぼ
月
に
一
回
の
割
合
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
高

い
専
門
性
と
質
の
高
い
指
導
力
を
身
に

付
け
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
研
修
会
の
実
施

状
況
は
次
ペ
ー
ジ
の
「
令
和
元
年
度

東
京
都
公
立
学
校
情
緒
障
害
教
育
研
究

会
活
動
報
告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

各
地
区
の
実
態
に
応
じ
て
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
講
師
を
選
定
し
て
対
象
児
童
・

生
徒
へ
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
参
加

し
た
教
員
の
研
修
と
と
も
に
、
各
地
区

の
巡
回
指
導
体
制
の
状
況
に
つ
い
て
も

情
報
を
交
流
し
、
資
質
や
専
門
性
の
向

上
や
制
度
の
定
着
に
つ
な
が
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
情
研
で
は
、
制
度
の
定
着
を
支
え

る
教
員
の
高
い
專
門
性
と
質
の
高
い
指

導
力
を
目
指
し
た
研
究
や
調
査
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
「
都

情
研
の
研
修
に
参
加
す
れ
ば
、
現
場
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
最
先
端
の
学
び
が
で
き

る
」
と
い
う
研
究
・
研
修
風
土
を
基
盤

に
、
制
度
の
定
着
と
教
員
の
資
質
や
専

門
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
研
究
・
研
修

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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令和元年度東京都公立学校情緒障害教育研究会活動報告
講師等場所 内容・テーマ･演題 参加者数期日 時間企画研修会名

記念調漬

演題「特別支援教室に期待すること

～医療の立場から見えるものを通して～」

むさしの小児発達クリニック院長

川崎葉子先生

ティアラこうとう・大ホール江東区江東

公民館

Ｉ耗
東定期総会・記念講演会 4月1 6日 1 10614，0

中野区立中野本掴小学校特別支援教室

主任教諭小池雄逸先生

｢都憤研の歴史と情緒障害教育や発達障害

教育の変遅について」他
5月14日 ' 32墨田反古錦糸小学校･体育館1430東

西東京市立東伏見小学校特別支援教室そよ

かぜ

指導教諭上山雅久先生

5月14日 1 56練馬区寺力日氏小学校・特別支援棟体育館1430北

あきる野市立多西小学校特別支援教室

主幹教諭中村敏秀先生
' 275月14日 品川区立荏原平塚学園’ 5階ホール1430南

第1回ブロック研修会

（入門研修）
小平市立小平第十四小学校特別支援教室

指導教諭熊谷敬子先生
' 765月14日 府中市立府中第三小学校・体育館多摩南 1430

江戸川区立船堀第二小学校特別支援教室

主任教諭五十嵐学先生
5月14日 101昭島市立中神小学校・体育館多摩北 1430

第1回ブロック研修会合計（人） 692

江戸川区立船堀第二小学校特別支援教室

主任教諭五十嵐学先生

「自鴎症とその周辺領域の障害理解の基礎

と指導法について」他
6月18日 1 29江戸川区立東葛西小学校・多目的室1430東

あきる野市立多西小学校特別支援教室

主幹教諭中村敏秀先生
1466月18日 練馬区立力8斤小学校・特別支援棟体育館1430北

西東京市立東伏見小学校特別支援教室そよ

かぜ

指導教諭上山雅久先生

1 196月18日 世田谷区立京西小学校・多目的室I43C南

第2回ブロック研修会

（入門研修）
小平市立小平第十四小学校特別支援教室

指導教輸熊谷敬子先生

1貝7
0章f6月18日 多摩市立永山公民館･ﾍﾞﾙﾌﾞﾎｰﾙ多摩南 1430

中野区立中野本郷小学校特別支援教室

主任教諭小池雄逸先生
1 276月18日 西東京市立東伏見小学校・体育館1430多摩北

第2回ブロック研修会合計（人） 678

墨田区立綿糸小学校

校長伊藤康次先生(本会副会長)
877月9日 江戸川区立船堀第二小学校・多目的ホール ｢教室‘学級運営の現状と課題」1430東

第一分科会「教室・学級運営についての情報交

換」

第二分科会｢教材･指導についての体験型研修」

北区立八幡小学校

校長市川由紀絵先生(本会畠l会長
1 137月9日 練馬区立旭丘小学校･特別支援棟体育館1430．じ

尭我君;世田谷区立京西小学校主任軟論山本美和子先

生． 沼区立濡聞小学校主任軟砿倉山干暑先生

威騒日世田谷区立中里小学校鞍艮癌宏明先生函会長1

世田谷区立玉川中学校・中町ふれあいホー

ノレ

1 217月9日 ｢各地区の巡回状況の報告等について」1430南

第3回ブロック研修会

（教室・学級運営）
府中市立府中第三小学校

校長宇都宮聡先生(本会副会長
1577月9日 ｢教室・学級運営について」八王子市南大沢文化会館･交流ホール1430多摩南

提藁者:昭島市立つつじが丘小学紐敏濫坂ﾉ下捲姜先

生、あきる野市立秋多中学佼敏館庄村笠哉先生

膜師;昭島市立つつじが丘小学校校長上田祥市先生

1027月9日 ｢教室’学級運営について」武戴村山市立小中一貫校村山学園・体育館1430多摩北

第3回ブロック研修会合計（人） 580

公立幼・小・中学校等全校配布計2300部7月会報「みちびき」 131号発行 本部

｢情緒障害教育における障害特性に応じた

自立活動について考える~特別支援教室

における児童・生徒のアセスメントと専門

的な指導～」

○記念講演「特別支援教室に期待するもの

～医療と学校教育の連携を目指して～」

○実践発表多庫北ブロック｢」 ､北ブ

ロック「中学校特別支援教室の役割」 、東

ブロック「」 、南ブロック 「」

記念鋼漬：子どもと家族のメンタルｸﾘ

ﾆｯｸやまねこ院長(前都立小児総合医療

センター副院長）田中哲先生

助言者:西東京市教育委員会教育支援ｱド

バイザー諺切圭太郎先生

助言者:新宿区詩別支援教育センター特別

支援教育相談員長谷川安佐子先生

第4回夏季研究大会

（多摩南ブロック大会）

本部

多摩南

9708月1日 ｵﾘﾝﾊｽホール八王子・大ホール全日

中学校特別支援教室についてのパネルディ

スカッション・各区市町村運営状況、課

題､指導事例､教材紹介など情報交換

コーディネータ：立川市立立川第三中学校

指導教諭中村章先生

1句q
1Jぜ8月6日 北厚方干子桜中学校中学校特別支援教室課題研修会 本部
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SpaceZeroPDD心理教育研究所所長

（元福島大学大学院教授）

水野薫先生

「聯別支盛軟璽等におナ曇児五・生徒耳のアセスメントと専門的な描

埠』～周りに損わず自分のペースで君い駅そして遡れようとすること

が多いa年男児の事例を過して～
9月10日 154江戸川区立東葛西小学校・多目的ホール東 1430

神奈川県立保健福祉大学リハビリテーショ

ン学科作業療法学専攻大学院保健福祉学

科研究科教授笹田哲先生

「感覚統合の基礎、特別支援教室（狭いス

ペース）でできる指導」
9月10日 239豊島区立池袋本町小学校・体育館北 1430

元町田市立南成瀬小学校サポートルーム講

師伊藤久美先生

「実際の自立活動指導内容を通してみる特

別支援教室の役割」

国立オリンピック記念青少年総合セン

ター・センター棟31o号室
9月10日

屯 令八

1 1と1430南

第4回ブロック研修会

（専門研修）
日本臨床発達心理士会茨城支部支部長

大六一志先生

「発達検査WBC－Ⅳの解釈の仕方～発達

障害児の特性を踏まえて～」
2419月10日 狛江市立緑野小学校・体育館1430多摩南

早稲田大学大学院教職研究科・保健セン

ター学生相談室臨床心理士

長岡恵理先生

「発達障害の基本的理解～子供の行動か

ら何を読み取るか～」
' 949月10日 福生市民会館･小ホール1430多摩北

第4回ブロック研修会合計（人） 940

｢小集団の編成と実態に応じた指導の在り

方について」他

元町田市立南成瀬小学校サポートルーム講

師伊藤久美先生

国立オリンピック記念青少年総合セン

ター･ｾﾝﾀｰ棟310号室
1 2010月8日 1430東

「インクルーシブ教育システムの構築～

それぞれの特性が影響し合う社会へ」

むさしの発達支援センター所長

森山徹先生
1 4010月10日 台東区立平成小学校・体育館1430北

神奈川県立保健福祉大学リハビリテーショ

ン学科作業療法学専攻大学院保健福祉学

科研究科教授笹田哲先生

「感覚統合の基礎、特別支援教室（狭いス

ペース）でできる指導」
10月8日 144大田区池上会館・展示ホール南 1430

第5回ブロック研修会

（専門研修）
東京都立青峰学園進路指導部主幹教諭大

沼健司先生
10月8日 146｢軽度発達障害児の自立と就労の実際」日野市立日野第一小学校・体育館1430多摩南

SpaceZemPDD心理教育研究所所長

（元福島大学大学院教授）

水野薦先生

10月8日 1 30昭島市立つつじが丘小学校・体育館 ｢子供をどう見立てて指導を考えるか」多摩北 1430

第5回ブロック研修会合計（人） 680

○シンポジスト

文部科学省初等中等教育局

特別支援教育課特別支援教育調査官

田中裕一先生

東京都教育庁都立学校教育部主任指導主事

和田慎也先生

創価大学教職大学院准教授(本会前会長)

渡辺秀貴先生

西東京市立東伏見小学校指導教諭(本会企

画撞営本部総務） 上山雅久

○コーディネーター

国立市古圃吉篭二小学校長（本会会長）

小林理人

シンポジウム文科省×都教委×都情

研

「特別支援教育施行最初の12年を振り

返って」

～東京都の特別支援教室、共生社会の実現

に向けての挑戦～

国立オリンピック記念青少年総合セン

ター‘カルチャー棟大ホール第4回都情研セミナー
FFn

dDJ1 1月12日本部 1430

神奈川県立保健福祉大学リハビリテーショ

ン学科作業療法学専攻大学院保健福祉学

科研究科教授笹田哲先生

｢狭い場所･家庭でもできる感覚統合を促

す指導」
12月3日 1 551430 足寺反古足立小学校・体育館東

「アセスメントに基づいた指導の在り方～

個別・小集団で何を指導するか、どのよう

な視点で組むか～」

元町田市立南成瀬小学校サボートルーム講

師伊藤久美先生
12月3日 1 60板橋区立板橋第二小学校・体育館北 1430

SpaceZeroPDD心理教育研究所所長

（元福島大学大学院教授）

水野薫先生

12月3日 1 26｢児童の適切なｱｾｽﾒﾝﾄと指導」世田谷区立中里小学校・体育館南 1430

第6回ブロック研修会

（専門研修）
日本臨床発達心理士会茨城支部支部長

大六一志先生
12月3日 236調布市文化会館たづくり･ くすのきﾎｰﾙ ｢WBC－Ⅳの解釈を踏まえた事例報告」1430多摩南

実践報告「気づきから自己理解につなげる

指導～小集団指導と個別指導を通して～」

新宿区特別支援教育センター特別支援教育

相談員長谷川安佐子先生
12月3日 142東大和市民会館ハミングホール’小ホール多摩北 430

第6回ブロック研修会合計（人） 819

公立幼・小・中学校等全校配布計2300部会報「みちびき」 132号発行 12月本部

各区市町村において 参加者人数は推計（人）第7回ブロック研修会（地区別） 6502月4日 1430地区

公立幼・小・中学校等全校配布計2300部会報「みちびき」 133号発行 3月本部

発行3月令和元年度活動報告資料発行 本部

全研修会参加者合計（人） 7801
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◆
今
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
三
十
一
年
度
と
し
て
始
ま
っ
た

今
年
度
は
、
五
月
一
日
よ
り
「
令
和
元

年
度
」
に
改
め
ら
れ
、
新
た
な
時
代
の

幕
開
け
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
国
際
的
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
と

し
て
は
、
五
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
に
お
け

る
「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
‐
１
１
（
国
際
疾
病
分
類

第
十
一
版
）
」
の
承
認
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
三

○
年
ぶ
り
の
大
改
訂
と
な
り
ま
し
た
。

正
式
発
効
は
二
○
二
二
年
で
す
が
、
子

供
た
ち
の
医
療
情
報
等
で
は
す
で
に
変

化
が
起
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
広
汎

性
発
達
障
害
（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
ご
と
い
う
診
断

名
が
聞
か
れ
な
く
な
り
、
「
自
閉
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
」
や
「
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
」
と
診
断
さ
れ
る
子
供
が

増
え
ま
し
た
。
本
会
に
お
い
て
は
、
四

月
の
定
期
総
会
記
念
講
演
に
お
い
て
川

崎
葉
子
先
生
、
研
究
大
会
記
念
講
演
に

お
い
て
田
中
哲
先
生
と
医
療
分
野
で
ご

高
名
な
医
師
を
お
招
き
し
、
専
門
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

｜
方
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
小
学
校

特
別
支
援
教
室
の
指
導
の
方
向
性
、
中

学
校
の
全
校
設
置
に
向
け
た
取
組
等
、

東
京
都
の
進
め
る
「
特
別
支
援
教
室
」

が
、
期
待
さ
れ
る
成
果
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え

る
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
秋
季
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
、
東

京
都
教
育
委
員
会
、
教
員
養
成
を
担
う

大
学
と
い
う
立
場
の
異
な
る
三
名
の
先

生
を
お
招
き
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
ま
し
た
。
小
学
校
特
別
支
援
教
室
の

児
童
数
が
二
万
人
を
超
え
て
い
て
、
さ

ら
に
二
千
名
程
度
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
る
と
い
う
情
報
に
驚
か
さ
れ
る
と
と

も
に
、
現
場
の
試
行
錯
誤
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
貴
重

な
ご
示
唆
と
、
教
職
員
へ
の
期
待
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
何
の
た
め
の
制

度
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
国

や
東
京
都
の
計
画
に
基
づ
き
、
現
場
な

ら
で
は
の
発
想
で
、
課
題
解
決
に
向
け

た
努
力
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

令
和
初
年
度
、
本
会
研
修
会
参
加
者

は
、
千
名
以
上
増
加
し
、
の
べ
七
千
八

百
名
と
な
り
ま
し
た
。
本
会
研
修
会
の

ニ
ー
ズ
は
益
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

関
係
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
、
何

卒
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
企
画
運
営
本
部
総
務
上
山
雅
久
）

一
二
日
日
と
Ⅱ
■
■
■
■
』
Ⅱ
ｇ
凸
■
■
■
９
Ｆ
・
■
■
■
８
ｐ
画
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■
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■
■
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■
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Ｂ
・
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二
年
度
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会
』
案
内

一

【
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時

】

一
令
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二
年
四
月
二
十
一
日
（
火
）
一

十

四
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予

定

一
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一
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び
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（

Ｊ

Ｒ

・

東

京

メ
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一

一
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記
念
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演
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一
『
通
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よ
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指
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～

子

供

の

見
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関
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～
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（
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）
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特
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安

佐

子

先

生

一

一
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
や
社
会
↑

一
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
中
止
す
る
場
合
が
一

一
あ
り
ま
す
。
参
加
申
込
及
び
実
施
や
中
一

一
止
等
の
お
知
ら
せ
は
全
て
『
都
情
研
ホ
ｌ

ｌ
－
ム
・
へ
ｌ
ジ
」
よ
り
行
い
ま
す
。
（
申
し
一

一
込
み
開
始
は
四
月
一
日
の
予
定
で
す
。
二
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・
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今
年
度
、
第
四
回
を
迎
え
た
本
研
修

会
で
は
、
文
部
科
学
省
の
田
中
裕
一
特

別
支
援
教
育
調
査
官
と
都
の
施
策
担
当

者
で
あ
る
和
田
慎
也
主
任
指
導
主
事
、

本
会
前
会
長
で
あ
る
創
価
大
学
大
学
院

の
渡
辺
秀
貴
准
教
授
を
お
迎
え
し
、
本

会
会
長
で
あ
る
小
林
理
人
校
長
の
司
会

の
も
と
、
座
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

来
な
ら
ば
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
全
て
を

掲
載
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
一
部
を
抜
粋
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
括
弧
内
の
氏
名
に
つ

き
ま
し
て
は
、
敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
～
広
報
相
雪
了

一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
説
明

（
小
林
）
学
校
教
育
法
の
改
正
を
経
て
、

特
別
支
援
教
育
と
な
り
十
二
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
時
代
も
令
和
と
な
り
、
令

和
二
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て
新
し

い
学
習
指
導
要
領
が
本
格
実
施
さ
れ
ま

令
和
元
年
度
第
四
回
都
情
研
セ
ミ
ナ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
抄
録
）

「
特
別
支
援
教
育
施
行
最
初
の
十
二
年
を
振
り
返
っ
て

～
東
京
都
の
特
別
支
援
教
室
、
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
の
挑
戦
～
」

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
特
別
支
援
教
育
調
査
官

田

中

裕

一

先

生

東

京

都

教

育

庁

都

立

学

校

教

育

部

主

任

指

導

主

事

和

田

慎

也

先

生

創

価

大

学

教

職

大

学

院

准

教

授

（

本

会

前

会

長

）

渡

辺

秀

貴

先

生

西
東
京
市
立
東
伏
見
小
学
校
指
導
教
諭
上
山
雅
久
（
本
今
至
街
潭
管
禾
部
瀧
蓮

言
－
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
］

国
立
市
立
国
立
第
二
小
学
校
長

す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ウ
ム
の
テ

ー
マ
は
、
「
特
別
支
援
教
育
施
行
最
初

の
十
二
年
を
振
り
返
っ
て
」
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
副
主
題
を
「
東
京
都
の
特

別
支
援
教
室
、
共
生
社
会
実
現
に
向
け

て
の
挑
戦
」
と
し
、
現
在
、
私
た
ち
が

関
わ
っ
て
い
る
、
東
京
都
の
「
特
別
支

援
教
室
構
想
」
が
、
我
が
国
及
び
国
際

社
会
の
目
指
す
共
生
社
会
の
実
現
に
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
私
た
ち

都
情
研
が
そ
の
構
想
の
実
現
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
何

の
た
め
」
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が

日
常
的
に
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
何
の

た
め
な
の
か
、
今
東
京
都
が
進
め
て
い

る
新
し
い
こ
の
制
度
は
何
の
た
め
な
の

か
、
こ
の
「
何
の
た
め
」
と
い
う
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
大
き
な
ね
ら
い
に
な
り
ま

小
林
理
人
（
本
会
会
長
）

二
特
別
支
援
教
室
に
つ
い
て

（
小
林
）
ま
ず
現
状
と
し
て
、
は
じ
め

に
田
中
先
生
か
ら
、
特
別
支
援
教
育
が

ス
タ
ー
ト
し
て
十
二
年
が
経
過
し
た
と

こ
ろ
で
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

た
国
の
施
策
等
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ

き
、
国
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
特
別

支
援
教
育
や
、
東
京
都
が
進
め
て
い
る

「
特
別
支
援
教
室
制
度
」
の
意
義
や
関

連
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
の
立
場
で
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。

（
田
中
）
ま
ず
、
一
つ
目
に
お
話
し
し

た
い
の
は
、
通
級
を
実
施
す
る
上
で
一

番
大
事
な
視
点
は
、
｜
人
一
人
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
障
害
種
別
は
大
事
で
す
が
、
し
っ

か
り
子
供
を
見
て
何
に
困
っ
て
い
る
か

を
私
た
ち
教
員
が
判
断
し
て
や
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
東
京
都
の
制
度
に
つ

い
て
で
す
。
小
学
校
全
校
で
巡
回
と
い

う
形
に
入
っ
て
、
全
て
の
小
学
校
で
通

級
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
制
度
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

東
京
都
が
初
め
て
で
す
。
こ
の
制
度
が

東
京
都
で
う
ま
く
い
く
と
、
他
の
都
道

す
。
ま
た
、
都
情
研
の
実
態
調
査
の
報
告

の
中
で
、
私
た
ち
指
導
に
あ
た
る
教
員

の
資
質
、
専
門
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
と
、
こ
の
特
別
支
援
教
室
の
制
度

を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
二
つ
の
課

題
が
あ
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
二
つ
の
課
題
に
も
触
れ
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
林
）
次
に
、
和
田
慎
也
主
任
指
導

主
事
か
ら
、
都
情
研
の
実
態
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
て
い
た
だ
き
、
東
京
都
が

進
め
て
い
る
「
特
別
支
援
教
室
制
度
」

の
意
義
や
、
現
状
及
び
こ
れ
か
ら
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
の
二
つ
の
課

題
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご

説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
田
）
東
京
都
の
現
状
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
特
別
支
援
教
室
を
利
用
す

る
児
童
・
生
徒
数
が
非
常
に
増
え
て
い

ま
す
。
令
和
二
年
度
の
特
別
支
援
教
室

を
利
用
す
る
児
童
・
生
徒
数
の
見
込
み

は
、
小
学
校
が
二
万
二
千
人
、
中
学
校

が
四
千
八
百
人
で
す
。
今
年
度
に
比
べ

て
、
小
学
校
が
二
千
人
増
、
中
学
校
は

千
人
増
で
す
。
先
生
方
の
日
々
の
ご
指

導
の
成
果
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
室
の

周
知
が
深
ま
っ
て
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
の
認
知
度
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

と
、
特
別
支
援
教
室
に
大
き
な
期
待
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
と
思
っ

府
県
で
も
行
う
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
東
京
都
で
実
際
に
特
別
支
援
教
室

を
利
用
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
増
え
て

い
ま
す
。
自
分
の
学
校
で
受
け
ら
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
か
ら
も
今
後
も
人
数

が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
巡
回
指
導
教
員
の
皆
さ

ん
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
礎
に
な
っ
て
、

十
年
後
の
先
生
方
が
頑
張
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
周
り
に
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
、
区
市
町
村
教
育
委
員
会

（
島
し
ょ
を
除
く
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、

教
育
課
程
届
出
等
や
指
導
記
録
を
確
認

し
た
際
に
気
付
い
た
課
題
と
し
て
、
教

育
課
程
届
出
の
不
備
が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
支
援
教
室
の
対
象
の
お
子
さ

ん
は
、
情
緒
障
害
、
自
閉
症
、
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
障

害
で
は
な
い
障
害
名
が
教
育
課
程
届
出

に
記
載
し
て
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
い
は
、
教
育
課
程
届
出
を
見
て
い

き
ま
す
と
、
文
言
を
転
用
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
Ａ
君
、
Ｂ
君
、
Ｃ
さ
ん
は
実

態
が
違
う
は
ず
な
の
に
、
同
じ
よ
う
な

文
言
の
も
の
が
何
枚
も
出
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
内
容
に

「
教
科
学
習
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
あ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別
支
援
教

室
は
自
立
活
動
が
指
導
内
容
で
す
。
こ

う
し
た
教
育
課
程
上
の
不
備
を
拝
見
す

る
と
、
ど
う
い
う
基
準
で
特
別
支
援
教

室
の
対
象
に
そ
の
お
子
さ
ん
を
選
ん
だ

の
か
と
疑
義
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

（
小
林
）
そ
れ
で
は
、
今
は
学
校
現
場

を
離
れ
て
、
教
育
養
成
、
現
場
へ
の
指

導
等
の
立
場
で
、
こ
の
制
度
や
都
情
研

の
活
動
等
に
つ
い
て
外
側
か
ら
見
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
渡
辺
先
生
か
ら
、
こ
の

制
度
の
成
果
と
課
題
を
中
心
に
お
話
を

い
た
だ
き
ま
す
。

（
渡
辺
）
特
殊
教
育
、
心
身
障
害
教
育

と
言
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
平
成
十

九
年
に
特
別
支
援
教
育
に
変
わ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
新
し
い
制
度
が
入
っ
て
く

る
と
、
必
ず
最
初
は
そ
の
制
度
の
理
念

を
理
解
す
る
の
に
困
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
別
支
援
教
育
十
二
年
を
振
り
返

っ
て
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念
が
ど
の

く
ら
い
定
着
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、

か
な
り
定
着
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
に
都
情
研
の
セ
ミ
ナ
ー
が

何
回
か
積
み
重
ね
ら
れ
て
、
こ
れ
だ
け

の
先
生
方
が
見
識
を
深
め
よ
う
と
集
ま

っ
て
い
る
姿
が
、
理
念
の
定
着
や
よ
り

よ
く
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
へ

の
意
識
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
う
と
、

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
課
題
は
当
然
あ
り
、
人
材

育
成
や
財
政
確
保
の
問
題
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

三
指
導
現
場
か
ら
の
問
題
提
起

（
小
林
）
私
た
ち
指
導
現
場
を
代
表
し

て
都
情
研
の
上
山
先
生
か
ら
、
今
現
場

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
上
山
）
今
回
は
四
点
に
つ
い
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
の
先
生
方
か
ら
ご
助
言
、

ご
示
唆
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。一
つ
目
は
、
実
際
に
こ
の
指
導
に
関

わ
る
お
子
さ
ん
が
、
年
に
よ
っ
て
と
か
、

地
区
に
よ
っ
て
と
か
、
少
し
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
対
象

児
童
・
生
徒
が
非
常
に
増
え
て
、
そ
の

中
で
本
当
に
対
象
児
な
の
か
と
戸
惑
う

こ
と
が
現
場
で
は
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

二
つ
目
は
、
指
導
内
容
に
つ
い
て
で

す
。
都
情
研
で
こ
こ
三
十
年
研
究
さ
れ

て
き
た
の
は
、
小
集
団
に
よ
る
指
導
、

主
に
自
閉
症
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し

た
指
導
の
在
り
方
で
す
。
自
閉
症
の
お

子
さ
ん
に
対
し
て
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
行
動
調
整
の
指
導
を

行
う
と
き
、
小
集
団
に
よ
る
指
導
が
威

力
を
発
揮
し
ま
す
．
そ
れ
が
や
り
に
く

く
な
っ
て
き
て
い
る
か
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
生
活
の
流
れ
の
中
で
指
導
し
て

い
く
や
り
方
が
ど
う
に
か
し
て
生
か
し

て
い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、
保
護
者
と
の
連
携
に
つ

い
て
で
す
。
巡
回
指
導
に
な
っ
て
保
護

者
が
送
り
迎
え
し
な
く
て
よ
く
な
っ
た

と
い
う
点
は
あ
り
ま
す
が
、
保
護
者
と

は
離
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
現
場
で
は

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

四
つ
目
は
、
私
た
ち
指
導
者
に
関
す

る
こ
と
で
す
。
全
校
設
置
で
携
わ
る
先

生
が
一
気
に
増
え
て
、
特
別
支
援
教
育

に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
そ
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
長
く
携
わ
っ
て

ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

專
門
性
の
高
い
指
導
者
を
育
成
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
点
で

す
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
の
先
生
方
か
ら
ご
助
言
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

四
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育

（
小
林
）
こ
れ
か
ら
、
お
二
人
の
先
生

に
、
上
山
先
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
私
た
ち

都
情
研
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
た
だ
け
る
と
有
り
難
い
で
す
。

（
和
田
）
真
に
支
援
を
必
要
と
す
る
お

子
さ
ん
が
特
別
支
援
教
室
で
し
っ
か
り

と
し
た
支
援
を
受
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
各
地
区
で
入
室
の
判
定
に

差
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
入
室
の
判
定
は
、

診
断
名
が
出
て
も
そ
れ
だ
け
で
決
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
入
室
の
基
準
、
退
室
の
見

通
し
を
し
っ
か
り
付
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
東
京
都
教
育
委
員

会
が
開
発
し
た
「
文
字
の
読
み
書
き
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
や
「
社
会
性
行
動
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
入
室
の
基
準

や
退
室
の
目
安
に
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
の
指
導
内
容
に
つ
い
て
で
す
。

特
に
自
閉
症
の
子
供
の
小
集
団
指
導
が

短
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
確
か
に
自
閉
症
の
お
子
さ

ん
に
は
小
集
団
の
指
導
は
有
効
で
大
切

で
す
。
特
別
支
援
教
室
の
対
象
の
お
子

さ
ん
が
増
え
た
の
で
、
小
集
団
の
ま
と

ま
っ
た
時
間
が
取
り
に
く
く
な
っ
た
と

い
う
の
は
正
直
な
と
こ
ろ
か
な
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
私
た
ち
も

小
集
団
の
指
導
が
必
要
な
い
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
指
導
時
間
の
確
保

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要

な
の
か
は
各
地
区
、
各
学
校
で
行
っ
て

い
く
の
と
同
時
に
、
特
別
支
援
教
室
の

発
展
の
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
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と
い
う
東
京
都
と
し
て
の
何
か
道
し
る

べ
の
よ
う
な
も
の
を
示
す
こ
と
が
今
後

の
課
題
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
保
護
者
と
の
関
係
に
つ

い
て
で
す
。
送
り
迎
え
が
な
く
な
っ
た

の
で
保
護
者
の
方
と
特
別
支
援
教
室
の

担
任
の
先
生
と
の
や
り
と
り
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
連
絡
帳
な
ど
を
生

か
し
て
保
護
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
対
面

で
の
保
護
者
と
の
や
り
と
り
も
大
切
な

の
で
必
要
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
、
専
門
性
の
向
上
に
つ
い
て

で
す
。
巡
回
指
導
を
担
当
し
て
い
る
先

生
方
で
経
験
年
数
の
少
な
い
若
い
方
が

増
え
ま
し
た
。
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、

各
地
区
の
特
別
支
援
教
育
担
当
指
導
主

事
等
連
絡
協
議
会
や
指
導
室
課
長
会
、

学
務
課
長
会
な
ど
で
、
特
別
支
援
教
室

の
発
展
の
た
め
に
力
の
あ
る
先
生
方
を

配
置
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
申
し
上

げ
て
い
ま
す
が
、
各
学
校
に
は
特
別
支

援
教
室
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
教
育

課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
で
難
し
い
点
が
あ
り
ま
す
が
、
都
教

育
委
員
会
は
研
修
セ
ン
タ
ー
で
様
々
な

研
修
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
う
し

た
研
修
を
積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中
）
｜
つ
目
は
対
象
と
な
る
子
供

に
つ
い
て
で
す
。
国
の
動
向
を
お
伝
え

し
ま
す
と
、
知
的
障
害
の
子
供
の
通
級

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
題
も
あ
り
、

今
、
宮
城
県
と
愛
媛
県
で
モ
デ
ル
事
業

を
や
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
通
級

と
い
う
制
度
も
今
後
大
き
く
変
わ
る
可

能
性
が
あ
り
、
対
象
と
な
る
子
供
も
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
に
つ
い
て
は
、
小
集
団
の
指

導
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り

ま
す
が
、
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
含
め

て
、
自
立
活
動
は
個
別
指
導
を
考
え
ま

す
と
言
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
自
立
活

動
は
、
「
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
が

あ
っ
て
そ
れ
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く

て
、
子
供
を
見
て
何
が
必
要
か
を
考
え

て
そ
れ
を
組
み
立
て
る
と
い
う
、
教
科

と
は
全
く
違
う
組
み
立
て
方
を
す
る
の

で
、
そ
の
際
に
小
集
団
で
複
数
の
子
供

が
一
緒
に
や
っ
た
方
が
よ
い
場
合
に
一

緒
に
や
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
だ
け
の

話
で
す
。
で
す
か
ら
、
個
別
指
導
と
小

集
団
指
導
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
が
、
子
供

に
何
が
必
要
か
を
見
て
い
た
だ
い
て
、

や
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
保
護
者
と
の
連
携
に
つ

い
て
で
す
。
と
て
も
重
要
で
す
。
私
た

ち
が
特
別
支
援
教
育
の
こ
と
で
あ
ち
こ

ち
回
っ
て
い
る
と
き
に
、
「
特
別
支
援
教

育
は
つ
な
ぐ
、
つ
な
が
る
」
、
こ
れ
が
一

番
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
お
話
を
し
て
い

ま
す
。
特
別
支
援
教
室
の
先
生
だ
け
が

頑
張
っ
て
も
、
も
の
す
ご
く
変
わ
る
か

と
言
っ
た
ら
、
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
通
常
の
学
級
の
先
生
と
連
携
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
保
護
者
と
も
連
携

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
し
か
し
た

ら
地
域
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

か
お
医
者
さ
ん
と
か
と
も
連
携
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
な
が
っ
て
子
供

た
ち
の
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
当

然
、
保
護
者
と
つ
な
が
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
保
護
者
の
方
と
面
談
し
て
話
す

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
な
か
な
か
つ
く
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
の

が
連
絡
帳
で
す
。
ど
う
い
う
内
容
を
書

く
か
を
考
え
、
分
か
り
や
す
く
枠
付
け

し
、
指
導
中
に
取
り
組
ん
だ
も
の
を
コ

ピ
ー
し
て
入
れ
て
渡
す
な
ど
、
と
て
も

工
夫
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
う
い
う
取

り
組
み
が
重
要
な
の
だ
と
発
信
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、
教
員
の
養
成
、
育
成
に

つ
い
て
で
す
。
ま
ず
、
大
学
で
ど
う
す

る
か
と
い
う
話
で
す
。
令
和
元
年
度
か

ら
、
教
員
免
許
を
取
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、

特
別
支
援
教
育
の
こ
と
を
一
単
位
以
上

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
度

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
｜
単
位
で
足
り

る
か
と
い
う
と
、
足
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
。
中
央
教
育
審
議
会
の
特
別
支
援

教
育
の
有
識
者
会
議
の
中
で
、
発
達
障

害
の
あ
る
子
供
を
教
え
る
教
員
の
専
門

性
を
ど
う
す
る
の
か
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
教
員
の
養
成
か
ら
採
用
、
そ

し
て
研
修
を
セ
ッ
ト
に
し
て
ど
う
す
る

か
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
は
、
特
に
通
級
に
つ
い
て
は
、
初

任
者
向
け
の
ガ
イ
ド
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
末
ま
で
に
文
部
科
学
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
で
き
る
よ
う
に
作
っ

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
国
立
特
別

支
援
教
育
総
合
研
究
所
が
中
心
に
な
っ

五
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め

（
小
林
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
と

し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
初
に
そ
れ

ぞ
れ
が
「
何
の
た
め
に
」
を
持
ち
帰
り

ま
し
よ
』
フ
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
お
話

を
渡
辺
先
生
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
渡
辺
）
大
き
く
二
つ
の
視
点
か
ら
お

話
し
ま
す
。

ま
ず
、
学
校
経
営
に
つ
い
て
で
す
。

先
生
方
の
学
校
の
校
長
先
生
が
示
す
経

営
計
画
や
教
育
課
程
の
中
に
、
自
校
の

特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
基
本
的
な
方

針
や
具
体
的
な
推
進
の
手
立
て
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
校
長

が
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
本
校
の

実
態
に
合
わ
せ
て
こ
一
フ
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
理
念
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
全
教

職
員
に
周
知
し
て
い
る
か
し
て
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
保
護
者
や
地
域
に
話
を

し
て
い
る
か
し
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

て
、
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も
含
め
て

発
達
障
害
の
方
を
指
導
し
た
り
支
援
し

た
り
す
る
人
が
ど
ん
な
専
門
性
を
も
て

ば
い
い
の
か
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
国

立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
と
文
部
科
学
省
の
特
別
支
援
教
育

課
、
厚
生
労
働
省
の
発
達
障
害
支
援
室

も
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
四
者
で
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
度
末
ま
で
に
専
門
性

の
整
理
を
し
て
、
来
年
度
か
ら
は
自
治

体
に
お
願
い
し
て
ど
の
よ
う
な
研
修
が

組
め
る
の
か
を
や
っ
て
も
ら
う
予
定
で

す
。
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と
で
す
。
先
生
方
が
指
導
で
動
く
た
め

に
は
、
経
営
者
で
あ
る
学
校
長
が
先
生

方
に
ど
う
動
い
て
ほ
し
い
か
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
も
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

生
方
が
自
校
の
状
況
を
傭
撤
し
て
、
特

別
支
援
教
育
を
組
織
的
に
取
り
組
む
体

制
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
学
校
評

価
等
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
も
し
も
不
明
確
で
あ
れ
ば
、
自
校

の
特
別
支
援
教
育
推
進
の
基
本
方
針
は

何
か
、
理
念
は
何
か
を
も
っ
と
明
確
に

分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
必
要
が
あ
る

と
発
信
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
校
内

研
究
に
呼
ば
れ
て
訪
問
す
る
機
会
が
あ

る
の
で
す
が
、
校
内
研
究
で
教
科
研
究

を
行
っ
て
い
く
中
で
、
発
達
障
害
の
児

童
を
ど
う
取
り
込
ん
で
い
く
か
と
い
う

話
題
が
と
て
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

話
題
に
な
る
学
校
は
そ
こ
に
目
が
向
い

て
い
る
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
目
指
す
授

業
像
を
目
指
す
と
き
、
人
と
の
関
わ
り

を
苦
手
と
す
る
子
供
を
ど
う
具
体
的
に

取
り
上
げ
て
い
く
か
が
も
し
語
ら
れ
て

い
な
い
と
し
た
ら
、
新
し
い
授
業
像
を

通
常
の
学
級
の
先
生
方
が
追
い
求
め
て

い
る
中
で
、
皆
さ
ん
が
指
導
の
対
象
に

し
て
い
る
子
供
た
ち
が
取
り
残
さ
れ
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
学

級
で
苦
手
さ
を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち

が
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

学
校
経
営
方
針
の
中
に
そ
の
学
校
と
し

て
の
特
別
支
援
教
育
の
理
念
が
明
示
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
で
す
。
情
緒
障
害
児
教
育
に

携
わ
っ
た
先
生
方
が
「
こ
の
教
育
は
目

の
前
の
子
供
た
ち
の
将
来
の
幸
せ
に
つ

な
が
る
非
常
に
大
切
な
教
育
な
の
だ
．

や
り
が
い
の
あ
る
立
場
な
の
だ
」
と
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
と
て

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

学
校
と
し
て
の
目
標
が
あ
っ
て
、
そ
れ

な
り
の
成
果
が
出
て
、
特
別
支
援
教
育

の
質
が
上
が
っ
て
、
そ
れ
は
先
生
方
の

お
か
げ
で
す
よ
と
管
理
職
や
同
僚
か
ら

認
め
ら
れ
る
と
い
う
環
境
な
く
し
て
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

目
の
前
の
子
供
の
変
容
と
い
う
喜
び
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
喜
び

を
自
分
だ
け
が
実
感
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
て
、
学
校
全
体
が
喜
べ
る
よ
う
な

学
校
組
織
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
保
護
者

も
喜
ん
で
信
頼
を
深
め
る
と
い
う
構
図

が
で
き
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
情

緒
障
害
教
育
の
専
門
家
と
し
て
、
自
分

の
力
と
学
び
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
を
で
き
る
だ
け
貫
く
に
は
、
そ
れ
に

見
合
う
自
己
の
成
長
の
実
感
と
組
織
的

な
承
認
の
実
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
で
き
れ
ば
都
情
研
の
調
査
の
中
に
、

先
生
方
が
今
行
っ
て
い
る
職
に
ど
の
く

ら
い
満
足
感
を
も
っ
て
い
る
か
の
問
い

も
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
「
大
変
満
足
で
す
」
に
丸
を
付
け

た
先
生
が
な
ぜ
満
足
し
て
い
る
の
か
を

記
述
し
て
も
ら
う
と
、
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
満
足
し
て
い

な
い
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
方
は
な

ぜ
満
足
で
き
て
い
な
い
の
か
を
記
述
し

て
も
ら
う
と
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
東
京

都
に
お
け
る
特
別
支
援
教
室
体
制
の
質

や
そ
れ
を
支
え
る
学
校
体
制
の
課
題
、

解
決
の
糸
口
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

（
小
林
）
三
人
の
先
生
方
の
話
を
受
け

て
、
都
情
研
と
し
て
こ
れ
か
ら
こ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
蕾
フ
こ
と

を
最
後
に
上
山
先
生
か
ら
お
話
い
た
だ

い
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
上
山
）
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
制
度
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
け
ど
も
、
や
る

こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
目
の
前
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

何
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
見
て
分
析
的
に
考
え
て
客
観
的
に

見
つ
め
て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
指
導
の
形
態

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
工
夫
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
努
力
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
特
別
支
援
教
室
の
子
供
が
増
え

て
き
て
、
様
々
な
お
子
さ
ん
が
入
室
し

て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
、
一
つ
の
指
標

で
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
子
供
た

ち
と
相
対
し
て
い
る
私
た
ち
教
員
が
こ

の
仕
事
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
、
教

員
の
満
足
感
を
ど
う
つ
か
ん
で
い
く
の

か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
都
情
研
は

実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

し
た
生
の
声
を
吸
い
上
げ
て
い
く
の
も

都
情
研
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
保
護
者
が
ど

う
感
じ
て
い
る
か
を
捉
え
て
い
く
こ
と

も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
小
林
）
冒
頭
で
「
何
の
た
め
に
」
を

お
一
人
お
一
人
の
立
場
で
持
ち
帰
る
た

め
に
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
「
何
の

た
め
に
」
は
子
供
た
ち
の
幸
せ
だ
っ
た

り
共
生
社
会
の
実
現
だ
っ
た
り
と
い
う

こ
と
で
し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
共
通
の
理

解
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
方
法
、

何
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込

ん
で
一
人
一
人
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

今
お
も
ち
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何
を
す
る
か
、
今
日
い
た
だ
い
た
イ
メ

ー
ジ
を
ぜ
ひ
明
日
か
ら
の
仕
事
で
生
か

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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